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地域住民と勤労者の皆様に、良質で安全な医療を提供します。

● 患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を提供します。
● 地域医療機関との連携を重視し、中核病院として高度専門医療を担います。
● 働く人々の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。
● 患者さんに寄り添う心と、高い技能を兼ね備えた医療人を育成します。
● 経営基盤が安定し、働き甲斐のある病院づくりを目指します。
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放射線治療が新しくなります！

　令和 5 年 1 月から放
射線治療機器入れ替え
工事のため、当院の放
射線治療が長期休止と
なり、がん治療におい
て当院にご紹介頂く医
療施設、また近隣の放
射線治療施設に大変な
ご迷惑をお掛けしてお
り、この場を借りてご理解、ご協力に感謝申し上げます。
　放射線治療機器はアキュレイ社　Radixact X7 に更
新し、治療計画用 CT（診断兼用）は Canon メディカ
ルシステム Aquilion Lightning が増設されます。新放
射線治療機器　Radixact X7 は最新鋭機であり、特徴
は CTのように放射線加速器が回転しカウチを移動し
ながら照射を行うヘリカル照射と、従来法のように固
定多門照射が可能です。これにより、高精度放射線治
療（定位放射線治療、強度変調放射線治療）の専用機、
通常照射（三次元原体照射）としての汎用機の両面の

機能を有していま
す。また、治療カ
ウチ上でキロボル
ト CTによる精密
な画像誘導放射線
治療（Clear RT）
や肺定位放射線
治療ではマーカ

ーレスで自由呼吸
下の動体追尾照射
（Synchrony）が実
施でき、放射線性
肺臓炎等の副作用
リスク低減が可能
で高精度かつ安全
な放射線治療を患
者さんに提供でき
るようになります。
令和 5 年 5 月 8

日を新機器稼働開始の予定とし、現在、スタッフ、関
係者一同、鋭意準備しております。稼働開始後は、通
常の放射線治療を速やかに再開し、高精度放射線治療
として体幹部・脳に対する定位放射線治療の適用拡大、
将来的に強度変調放射線治療の認定を得るための準備
（症例蓄積）を計画しています。
　今後も、地域がん診療連携拠点病院の放射線治療部門
として、がん患者さんやご紹介頂く先生方に貢献すべく
スタッフ一丸となって頑張って参ります。引き続きのご
指導、ご鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。

　患者さんのご紹介に関しては、患者サポートセンタ
ーに問い合わせて頂きますと幸いです。
　適応等についてお悩みの際は直接、放射線治療室に
問い合わせ頂いて結構です（医師、専門技師が対応致
します）。

シーメンス社
オンコアシステム

12年間お疲れ様でした！
Radixact 線量分布図
様々な照射が可能となります
適応についてはご遠慮なくご相談ください

アキュレイ社　Radixact X7

旧システム

新システム



医療連携に関するアンケート
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先生自身の病院の
地域について

先生自身の病院
種別について

当院に紹介して
くださった理由

　昨年 12 月に地域の連携医療機関の先生方にご協力頂き医療連携に関する
アンケートを実施させていただきました。集計結果の一部を報告させていただきます。
ご多忙中にもかかわらず、ご協力いただきまして誠に有難うございました。
　また、今後この結果を病院全体で真摯に受け止めて、医療機関の質の向上に邁進し
て参りますので今後ともよろしくお願いいたします。
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当院に紹介していただく際に
重視する項目

緊急時の受け入れ体制及び窓口
対応について（時間内）

緊急時の受け入れ体制及び窓口
対応について（時間外）
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今後の当院との連携について
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Ｑ．診療科、ＭＲＩの予約待ちがある。
Ａ．診療科の体制により、患者の予約枠を制限しなければならない状況がありご迷惑をお掛けしております。
 ＭＲＩにつきましては、現在予約枠の増設を検討しております。
Ｑ．受診報告の後の経過報告が遅いことや無いことがある。
Ａ．従前よりお声を頂いておりますが完全には出来ていないのが現状であります。更なる返書管理に努め

てまいります。

撮影レベル，
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おしらせ

直通電話

E -ma i l

093-475-9686

代表電話 093-471-1121

センター長

F　A　X

renkei.renk-k@kyushuh.johas.go.jp

患者サポートセンターＳＴＡＦＦ

お問い合わせ先

093-473-5903

中島　 信能副 院 長

入退院支援部門

入退院支援部門
社会福祉部門

共　通

地域連携部門

社会福祉部門 坂出　友美／豊嶋　奈保子Ｍ Ｓ Ｗ

地域連携部門 事 　 務

薮田　万喜師 　 長

患者サポートセンター

〒800-0296 北九州市小倉南区曽根北町１－１

ホームページ　
https://www.kyushuh.johas.go.jp

TEL 093-471-1121（代表）

AccessMAP
周辺案内図

九州労災病院前九州労災病院前
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寺迫口北寺迫口北

新竹馬橋北新竹馬橋北

北九州都市高速 長野出口長野

中曽根新町

貫貫

九州労災病院
労働者健康安全機構

診療案内
午前8時15分～午前11時受付時間

急患は24時間随時受け付けます救急受付

午前8時45分～午後5時15分診療時間

土曜日・日曜日・祝日
年末年始（12月29日～1月3日）

7,700円（10月 1日から）
診療情報提供書のご持参を
お願いしております

休診日

初診時
選定療養費

加藤　大成／福田　圭介／二見　誠司
桑　恭平／今林　みゆき／藤田　敦子

よろしく
お願いします！

患者サポートセンター副室長　薮田　万喜

令和 4年 12月より、患者サポートセンター師長として配属されました薮田と申します。
患者サポートセンターは、地域連携室部門、入退院支援部門及び、がん相談支援センター
からなっています。
入退院支援室では、入院前から患者さんの「入院生活」や「退院後の生活」を見据え、住
み慣れた地域で継続して生活できるように看護師とソーシャルワーカーが中心となり、医師、
薬剤師、管理栄養士、セラピスト、コメディカル、事務スタッフなど多職種の連携・協働に
よる患者さんへの支援（サポート）を行っています。また、がん相談支援センターでは、診
断・治療・緩和ケアに関する身体的・精神的・社会的な事に対し様々な相談に対応しています。
 “患者さん・家族を中心とし、その人らしく療養生活が送れるよう病院と生活を繋げる架
け橋になる”ことを目標に、“お互いを尊重し、楽しく協働しよう”をモットーにしています。　
みなさま、お気軽にお声掛け、お越しください。

患者サポートセンター副室長のご挨拶拶拶


